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一
般
質
問

奥村 健郎 議員

再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の

再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の

取
組
み
は

取
組
み
は

議員のつぶやき
未

ギ
ー
へ
の
農
地
利
用
が
必

要
で
は
。

答　

農
地
転
用
の
手
続
き

を
経
な
い
で
一
定
期
間
、

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
用

地
と
し
て
の
活
用
に
つ
い

て
、
国
に
強
く
要
望
し
て

い
る
。

問　

そ
の
対
応
の
感
触
は
。

答　

か
ん
ば
し
く
な
い
。

一
部
、
手
続
き
の
簡
便
化
に

つ
い
て
法
案
化
し
閣
議
決
定

さ
れ
た
が
審
議
が
行
わ
れ
て

い
な
い
。
政
局
に
持
ち
込
ま

問　

除
染
に
よ
り
、
相
当

量
の
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
資

源
が
発
生
す
る
。
そ
れ
を

活
用
し
た
バ
イ
オ
マ
ス
発

電
の
取
組
み
が
必
要
と
考

え
る
が
、そ
の
可
能
性
は
。

答　

現
在
、
本
市
で
は
木

質
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
設
備

の
、
整
備
に
関
す
る
調
査

業
務
を
実
施
し
て
お
り
、

調
査
は
有
効
な
森
林
除
染

技
術
の
確
立
、
発
生
量
の

推
定
、
発
電
施
設
の
必
要

規
模
な
ど
を
調
査
。
そ
の

結
果
に
基
づ
き
施
設
整
備

に
取
り
組
む
。

問　

集
団
移
転
箇
所
へ
の

燃
料
電
池
、
蓄
電
池
、
Ｅ

Ｖ
車
対
応
設
備
等
へ
の
補

助
制
度
新
設
の
考
え
は
。

答　

防
災
集
団
移
転
の

方
々
に
対
し
て
も
、
現
在

は
太
陽
光
発
電
の
み
の
支

援
と
考
え
て
い
る
。

問　

旧
警
戒
区
域
や
高
線

量
区
域
、
さ
ら
に
は
風
評

被
害
も
含
め
、
農
業
者
支

援
と
し
て
、
特
区
も
含

め
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ず
被
災
地
対
策
と
し
て
し
っ

か
り
対
応
す
べ
き
と
今
後
も

言
い
続
け
る
。

問　

ビ
ジ
ョ
ン
に
お
け
る
、

大
手
発
電
事
業
と
市
民
主

体
発
電
の
導
入
目
標
は
。

答　

平
成
32
年
度
ま
で
、

太
陽
光
は
公
共
施
設
25

件
、
住
宅
2
千
320
件
、
事

業
所
129
件
、
風
力
25
基
を

見
込
ん
で
い
る
。

質問を終えて
　スマートコミュニティ
構築には、太陽光・燃料
電池・蓄電池・ＥＶ設備
は必須でしょう。

細田　 廣 議員

南
相
馬
市
一
体
と

南
相
馬
市
一
体
と

な
っ
た
復
興
を

な
っ
た
復
興
を

議員のつぶやき
未

た
上
で
５
検
体
以
上
抽
出

し
て
検
査
を
す
る
こ
と
に

な
っ
て
い
る
が
、
問
題
点

を
把
握
し
て
、
来
年
度
の

作
付
け
に
準
備
し
た
い
。

問　

復
興
組
合
で
は
農
業

再
建
を
願
い
懸
命
に
作
業

が
行
わ
れ
て
い
る
。
そ
の

刈
り
取
り
済
み
の
草
の
処

分
は
、
焼
却
か
、
集
積
か
、

放
置
か
伺
う
。

答　

一
時
的
に
圃
場
周
辺

に
仮
置
を
願
う
。

問　

野
積
み
の
場
合
シ
ー

ト
で
覆
う
対
策
は
。

答　

病
害
虫
の
発
生
や
、

火
災
等
の
未
然
防
止
の
た

め
改
め
て
検
討
す
る
。

被
災
建
物
の
取
り
壊
し
は

問　

個
人
で
取
り
壊
し
た

危
険
建
物
に
対
す
る
支
援

策
は
。

答　

費
用
弁
償
支
援
が
必

要
と
考
え
て
お
り
、
環
境

省
と
支
援
手
続
き
に
つ
い

て
協
議
を
進
め
て
い
る
。

国
保
税
等
の
減
免
は

問　

国
保
税
や
介
護
保
険

料
の
減
免
に
つ
い
て
は
、

市
内
地
域
に
よ
り
格
差
が

あ
る
。
格
差
是
正
に
つ
い

て
、
市
長
の
現
状
認
識
を

伺
う
。

答　

国
保
税
等
減
免
対
象

を
市
内
全
域
に
拡
大
す
る

に
は
、
国
等
の
財
政
支
援

が
必
要
と
考
え
て
い
る
。

問　

格
差
是
正
に
つ
い

て
、
今
後
の
対
応
は
。

答　

本
市
全
域
を
対
象
と

す
る
よ
う
、
今
後
も
引
き

続
き
国
へ
要
望
す
る
。

農
業
振
興
策
は

問　

稲
作
付
け
時
の
、
カ

ン
ト
リ
ー
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

で
の
集
荷
米
で
は
、
全
量

の
検
査
体
制
は
ど
の
よ
う

に
な
る
か
伺
う
。

答　

県
の
考
え
方
で
は
、

ま
ず
カ
ン
ト
リ
ー
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
に
入
れ
撹
拌
し

質問を終えて
　原発事故により、市内
で格差が生じている。国
も東電も、格差是正に支
援すべきである。

そ
の
他
の
質
問

❶ 

南
相
馬
市
の
一
体
的
な

振
興
策
は

❷ 

非
農
用
地
設
定
は

❸ 

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
の
整

備
は

そ
の
他
の
質
問

❶ 

震
災
・
原
発
事
故
の
検

証
・
総
括
は

❷ 

地
域
防
災
計
画
概
要
版

作
成
の
考
え
は

❸ 

原
子
力
災
害
重
点
指
定

は
南
相
馬
市
一
体
か

懸命に作業する復興組合

農地活用の太陽光発電（三春）
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今村　 裕 議員

水井 清光 議員

迅
速
・
丁
寧
・
慎
重
な

行
政
執
行
を　

人
づ
く
り
・
子
育
て

人
づ
く
り
・
子
育
て

環
境
に
つ
い
て

環
境
に
つ
い
て

議員のつぶやき
未

議員のつぶやき
未

と
考
え
て
い
る
。

問　

森
林
除
染
は
不
要
と

す
る
方
針
案
は
言
語
道

断
。
確
実
に
実
施
さ
れ
る

よ
う
強
く
要
望
す
べ
き
。

答　

改
め
て
追
加
要
望
を

提
出
し
た
。

問　

６
月
に
市
民
ア
ン

ケ
ー
ト
を
実
施
し
た
が
、

世
帯
単
位
だ
と
世
帯
主
が

回
答
す
る
傾
向
に
あ
る
た

め
偏
っ
た
結
果
が
出
る
。

教
育
す
る
時
は
、
想
定
外

と
か
、
知
り
ま
せ
ん
で
し

た
と
か
、
ま
し
て
や
安
全

神
話
は
あ
り
え
ま
せ
ん
。

実
践
的
な
内
容
で
あ
る
べ

き
と
考
え
ま
す
が
見
解
を

伺
う
。

答　

生
き
る
力
、
生
き
抜

く
力
、
は
今
日
の
社
会
で

子
供
た
ち
に
と
っ
て
大
事

な
教
育
と
考
え
て
お
り
ま

す
。
ど
ん
な
事
が
あ
っ
て

も
生
命
第
一
と
い

う
指
導
を
す
る
。

問　
「
生
命
の
尊
重
」
道

徳
教
育
を
初
め
、
徳
育
、

問　

仮
置
き
場
が
決
ま
ら

な
い
た
め
、
本
格
除
染
に

着
手
で
き
な
い
。
市
長
自

ら
が
地
域
・
現
場
に
出
向

い
て
対
応
す
べ
き
と
の
質

問
に
対
し
て
、「
私
が
直
接

現
場
に
足
を
運
ぶ
も
の
で

は
な
い
」
と
の
答
弁
に
は

驚
い
た
。
職
員
任
せ
、（
旧

警
戒
区
域
は
）
国
任
せ
に

せ
ず
、
市
長
も
積
極
的
に

関
与
す
べ
き
と
思
う
が
。

答　

必
要
に
応
じ
て
対
応

し
て
い
く
。

問　

先
行
除
染
で
、
一
時

的
に
は
線
量
は
下
が
っ
た

が
、数
ヶ
月
後
、元
に
戻
っ

た
と
い
う
事
例
が
あ
る
。

除
染
効
果
の
根
拠
や
デ
ー

タ
の
公
表
、
更
に
は
除
染

効
果
が
な
く
無
駄
遣
い
と

な
っ
た
際
の
責
任
の
所
掌

も
明
ら
か
に
す
べ
き
と
思

う
が
。

答　

期
間
・
費
用
が
ど
の

位
か
か
る
か
予
測
で
き
な

い
が
、
今
現
在
、
放
射
性

物
質
を
取
り
除
く
作
業
は

や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

問　

地
域
の
発
展
は
教
育

に
よ
り
計
ら
れ
る
と
考
え

る
。
本
市
に
於
け
る
青
少
年

の
育
成
策
に
つ
い
て
伺
う
。

答　

次
世
代
を
担
う
青
少

年
が
社
会
の
一
員
で
あ
る

こ
と
を
自
覚
し
、
自
ら
進

ん
で
社
会
参
加
で
き
る
よ

う
関
係
機
関
と
一
体
と

な
っ
て
、
青
少
年
の
安
全

確
保
と
健
全
育
生
の
環
境

づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

問　

災
害
の
教
訓
か
ら
学

び
、
平
時
に
お
け
る
備
え

と
し
て
災
害
教
育
を
実
施

す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え

ま
す
。

本
市
の
取
組
み
を
伺
う
。

答　

今
回
の
震
災
な
ど
と

同
様
な
状
況
に
対
応
で
き

る
よ
う
各
学
校
の
防
災
計

画
を
見
直
し
、
安
全
に
関

す
る
指
導
を
行
っ
て
お
り

ま
す
。

問　

災
害
教
育
は
、
生
き

る
力
、
生
き
抜
く
力
、
実

は
生
き
抜
く
力
が
大
事
で

あ
る
と
考
え
ま
す
。
防
災

今
後
、
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実

施
す
る
際
は
、
若
年
層
や

子
育
て
世
代
、
地
域
別
、

男
女
別
等
、
き
め
細
か
な

デ
ー
タ
が
と
れ
る
よ
う
工

夫
す
べ
き
と
思
う
が
。

答　

今
後
、
年
代
別
の
ク

ロ
ス
集
計
を
行
い
な
が

ら
、
年
代
で
回
答
傾
向
に

差
が
あ
る
か
、
分
析
を
行

う
考
え
で
あ
る
。

智
育
、
体
育
の
バ
ラ
ン
ス

が
大
事
で
あ
る
と
考
え
る

が
取
組
に
つ
い
て
伺
う
。

答　

生
命
の
尊
重
、
郷
土

愛
、
強
い
意
志
、
の
３
つ

の
価
値
に
つ
い
て
全
教
育

課
程
に
位
置
し
て
い
る
。

学
校
の
事
業
研
究
会
な
ど

を
通
し
て
道
徳
教
育
の
充

実
と
、
児
童
生
徒
の
心
の

成
長
に
努
め
る
。

質問を終えて
　遅々として進まない復
旧・復興。我々議員も協
力を惜しまないから声掛
けを！と言っても…。

質問を終えて
　今、「いじめ」が社会問
題となっている。本市に
於ける教育委員会と学校
現場と一体対応が大事。

一
般
質
問

そ
の
他
の
質
問

❶ 

国
・
東
電
等
へ
の
要
望

状
況
と
対
応
は

❷ 

国
・
東
電
に
対
す
る
現

状
認
識
は

❸ 

賠
償
に
対
す
る
取
組
み
は

そ
の
他
の
質
問

❶ 

除
染
と
仮
置
場
設
置
を

求
め
る

❷ 

原
子
力
災
害
避
難
計
画

の
策
定
は

❸ 

新
田
川
上
流
水
源
地
の

水
を
守
る
こ
と
は

先行除染（片倉地区）

10月3日　押 地区仮置場設置

！！！




